
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

４

町長施政方針、平成 23 年度予算概要

第 2次香美町行財政改革大綱を策定

高齢者などの生活支援制度

役場各課などからのお知らせ　　ほか

－香美町の四季をとらえた珠玉の 1枚－
キラリと光る香美町写真コンテスト

　合併 5周年を記念して行われた同コンテスト（本号 19

ページに記事を掲載）。ここで、最優秀賞と各部門賞をご

紹介します（敬称略）。

・最優秀賞（写真上）「雪しぐれ」井上信行（村岡区本町）

・部門賞 （写真下、左から）

　▼春の部「漁師所の節句」長 昌男（香住区一日市）▼

夏の部「流星花火」谷口夋
しゅんいち

一（豊岡市）▼秋の部「収穫の日」

井上信行（村岡区本町）▼冬の部「白い赤壁」小林智
さ と し

之（香

住区香住）

73
平成 23 年（2011）
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20 東日本大震災について
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

平
成
23
年
度　

町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

　

「
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

◆ 

後
期
基
本
計
画
の
策
定
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
指
針
の
策
定

　

平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
を
想

定
し
た
「
香
美
町
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
第
２
次
香
美
町
行
財
政
改

革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
（
本
号

８
〜
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
基
づ

い
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指

針
」
を
策
定
し
ま
す
。

◆
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
町

民
の
皆
さ
ん
に
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い

て
、
公
共
的
団
体
が
使
用
す
る
場

合
の
減
額
幅
を
現
在
の
５
割
か
ら

８
割
に
変
更
し
、
地
域
づ
く
り
、

交
流
の
場
づ
く
り
の
活
動
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

◆
地
区
公
民
館
の
組
織
体
制
整
備

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に

地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
地
域
の
拠
点
で
あ
る
地
区

公
民
館
の
う
ち
、
村
岡
区
の
兎
塚
、

射
添
両
地
区
公
民
館
に
館
長
を
配

置
し
、
公
民
館
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
ま

ち
づ
く
り
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
昨
年
度
か

ら
行
っ
て
い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
事
業
を
継
続
し
、
各

区
・
自
治
会
や
各
種
団
体
の
自
主

的
な
地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
結
婚
対
策

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

未
婚
者
の
増
加
を
抑
え
る
た
め

に
、
町
内
の
産
業
団
体
、
関
係
機

関
、
町
な
ど
に
よ
る
結
婚
対
策
会

議
（
仮
称
）
を
開
催
し
、
結
婚
支

援
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
出
会
い
の
場
を

提
供
し
て
い
る
団
体
の
活
動
に
対

し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
支
援

を
行
い
、
若
者
の
交
流
機
会
の
増

加
を
図
り
ま
す
。

◆
交
通
対
策

　

運
転
免
許
を
持
た
な
い
高
齢
者

は
、
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
日
用

品
の
買
い
物
が
満
足
に
行
え
な
い

な
ど
日
常
生
活
に
制
約
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
香
住
、
村
岡
、

小
代
の
各
区
で
交
通
懇
話
会
（
仮

称
）
を
開
催
し
、
高
齢
者
な
ど
交

通
弱
者
の
利
便
性
の
向
上
、
交
通

空
白
地
区
の
解
消
、
公
共
交
通
の

あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
、
交
通
手

段
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

◆
医
師
確
保

　

病
院
や
診
療
所
の
医
師
確
保
は
、

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
や
県
の

国
保
連
合
会
に
対
し
、
以
前
か
ら

強
く
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
民
間
の
医
師
採
用
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社（
民
間
医
局
）

に
成
功
報
酬
を
盛
り
込
ん
だ
求
人

登
録
を
す
る
な
ど
、
医
師
の
招
へ

　3月 2日に開会した第 56 回香美町議会の冒頭で、長

瀬町長は平成 23 年度の町政に臨む所信を述べました。

　その中で町長は、町政を担わせていただき半期が過

ぎるなか、昨年度には財政健全化の指標の一つである

実質公債費比率が早期健全化基準の数値を下回るなど、

財政の健全化が着実に進んでいることを説明。

　今後は、早期健全化団体から脱却するため、町民の

皆さんにご協力をいただいていた公共施設の使用料や

通学費の保護者負担について軽減を行い、町民の皆さ

んにも明るさを感じていただけるとともに、遅れてい

る学校耐震化の推進、産業振興や地域活性化など『創

造と活力あるまちづくり』を着実に進めていく考えを

示しました。

　具体的なまちづくりの展開については、「美しい山

・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち」を目指し、

町民の皆様と一体となり、次の５つを重点施策として

積極的に取り組んでいくとしています。▲議会で所信表明を行う長瀬町長

① 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

② 

福
祉
・
医
療
の
充
実
と

子
育
て
対
策
の
推
進
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い
に
さ
ら
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

地
域
医
療
を
啓
発
す
る
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

◆
予
防
接
種
事
業

　

病
気
の
予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
に
有
効
な
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型
）
ワ
ク
チ
ン
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　

４
月
５
日
に
小
代
区
で
開
園
し

た
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
幼
稚
園

と
保
育
園
の
連
携
モ
デ
ル
と
し
て

位
置
付
け
、
そ
の
運
営
な
ど
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

【
観
光
業
】

◆
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

た
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の

一
員
と
し
て
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ

ブ
連
絡
会
の
設
立
な
ど
組
織
体
制

を
強
化
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及
、

推
進
や
ガ
イ
ド
養
成
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
誘
導
看
板
や
環
境
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
ジ
オ
パ
ー

ク
体
験
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
催
や

ジ
オ
パ
ー
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作

成
を
行
い
ま
す
。

◆
道
の
駅
の
建
設

　

余
部
鉄
橋
保
存
活
用
事
業
の
一

環
と
し
て
、
余
部
地
区
で
道
の
駅

の
整
備
を
行
い
、
観
光
や
交
流
の

拠
点
と
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
漁
業
・
水
産
加
工
業
】

◆ 
魚
食
普
及
や
地
産
地
消
の
推
進

　

食
文
化
継
承
事
業
と
し
て
「
魚

料
理
を
も
っ
と
身
近
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
魚
料
理
の
苦
手
な
若
い
年

齢
層
の
母
親
な
ど
を
対
象
に
し
た

魚
料
理
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
に
地
元
産
の

魚
な
ど
の
材
料
を
提
供
し
、
魚
食

普
及
、
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

◆
燃
料
高
騰
対
策

　

燃
料
価
格
の
高
騰
に
備
え
て
、

漁
業
者
と
国
が
１
対
１
の
割
合
で

負
担
す
る
積
立
資
金
の
設
立
を
支

援
し
ま
す
。

◆
水
産
加
工
業
経
営
安
定
化
対
策

　

水
産
加
工
業
協
同
組
合
が
実
施

す
る
魚
類
残
さ
い
処
理
事
業
や
資

材
高
騰
対
策
事
業
に
対
し
て
支
援

を
行
い
ま
す
。

◆
水
産
物
Ｐ
Ｒ

　

水
産
物
の
販
売
促
進
と
し
て
、

京
阪
神
な
ど
で
行
う
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

【
農
林
業
・
畜
産
業
】

◆
有
害
鳥
獣
対
策

　

電
気
柵
や
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の

設
置
に
対
し
て
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
猪
、
鹿
用
の
捕
獲
檻
の
設

置
を
強
化
し
ま
す
。

◆
集
落
営
農
組
織
設
立
支
援
対
策

　

担
い
手
と
な
る
農
業
組
織
や
認

定
農
業
者
の
育
成
の
た
め
、
農
作

業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
対
す
る
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
集
落
内
の
農

地
管
理
を
行
う
集
落
営
農
組
織
の

設
立
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
優
良
肉
用
雌
牛
保
留
増
頭
対
策

　

畜
産
農
家
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

年
々
但
馬
牛
の
飼
養
戸
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
飼
育
頭
数
は
畜
産

農
家
の
大
規
模
化
に
よ
り
微
増
の

状
況
で
す
が
、
今
年
度
中
に
目
標

の
１
３
０
０
頭
を
達
成
す
る
た
め
、

優
良
な
系
統
の
肉
用
雌
牛
を
保
留
、

増
頭
す
る
農
家
に
対
し
て
助
成
を

行
い
ま
す
。

【
商
工
業
】

◆ 

産
業
連
携
活
性
化
対
策

　

各
産
業
団
体
の
代
表
者
に
よ
る

「
産
業
連
携
活
性
化
協
議
会
」
を

組
織
し
、
産
業
間
の
連
携
に
よ
り

新
し
い
事
業
展
開
を
目
指
す
取
り

組
み
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

　

町
内
に
定
住
す
る
新
規
学
卒
者

な
ど
の
若
年
労
働
者
を
確
保
す
る

た
め
、
町
内
外
に
町
内
企
業
の
魅

力
を
情
報
発
信
す
る
香
美
町
企
業

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す
。

◆
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

　

町
に
昔
か
ら
あ
る
ご
当
地
グ
ル

メ
の
掘
り
起
こ
し
や
新
た
な
食
の

資
源
発
掘
の
た
め
、
商
工
会
と
と

も
に
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
、
食
を
通
し
た
誘
客
を

図
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
等
商
店
支
援
対
策

　

移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者

世
帯
は
、
食
料
品
な
ど
の
購
入
が

満
足
に
行
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
商
店
が
食
料
品
な

ど
を
配
達
す
る
体
制
の
整
備
を
支

援
し
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
と
商

店
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

◆
起
業
・
創
業
支
援
対
策

　

昨
今
の
大
変
厳
し
い
経
済
状
況

の
中
で
も
「
夢
と
希
望
を
持
っ
て

起
業
し
よ
う
」、「
創
業
し
て
み
よ

う
」
と
い
う
や
る
気
の
あ
る
事
業

者
を
町
が
支
援
す
る
こ
と
で
、
町

の
将
来
の
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大

を
図
り
ま
す
。

◆ 

産
業
活
性
化
緊
急
支
援
対
策

（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
町
内
の
施

工
業
者
に
依
頼
し
、
自
宅
の
リ

◆
遠
距
離
通
学
費
の
全
額
助
成

　

遠
距
離
通
学
を
行
う
児
童
、
生

徒
、
幼
稚
園
児
に
対
す
る
通
学
費

を
全
額
助
成
し
ま
す
。

◆
香
住
小
学
校
の
改
築

　

今
年
度
か
ら
校
舎
の
建
築
工
事

に
着
手
し
、
来
年
夏
頃
ま
で
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
（
来
年
２
学
期

か
ら
新
校
舎
で
の
授
業
開
始
を
予

定
）。

　

な
お
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
周

辺
施
設
の
整
備
は
、
校
舎
完
成
後

に
行
う
予
定
で
す
。

◆
学
校
耐
震
化
の
推
進

　

学
校
施
設
は
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
命
を
預
か
る
場
所
で
あ

り
、
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
地

域
住
民
の
避
難
場
所
と
な
る
こ
と

か
ら
、
安
全
性
確
保
の
た
め
、
耐

震
化
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
村
岡
小
学
校
体
育

館
と
香
住
第
一
中
学
校
舎
の
耐
震

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

③ 

農
林
水
産
業
の
振
興
と

観
光
・
商
工
業
の
振
興

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
、
施
工
業
者

の
仕
事
の
増
加
と
関
連
事
業
者
へ

の
波
及
効
果
を
図
り
ま
す
。（
詳

し
く
は
広
報
５
月
号
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
）

④
教
育
環
境
の
整
備
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

◆ 

第
２
次
香
美
町
行
財
政
改
革
大

綱
の
推
進

　

昨
年
12
月
に
策
定
し
た
第
２
次

香
美
町
行
財
政
改
革
大
綱
の
基
本

理
念
を
踏
ま
え
、
住
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
「
創
造
と
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
着
実
に
推
進
し
、

引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
み
ま
す
。（
本
号
８
〜
９
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

◆ 

財
政
調
整
基
金
残
高
の
維
持
・

確
保

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
を
行
わ
ず
に
予

算
編
成
を
行
い
ま
す
。

◆
起
債
発
行
額
の
抑
制

　

地
方
債
を
財
源
と
す
る
建
設
事

業
は
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性

を
精
査
し
な
が
ら
、
一
般
会
計
の

建
設
事
業
に
係
る
起
債
発
行
額
を

抑
制
し
ま
す
。

県
の
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
受
け

て
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
各
種
団

体
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
小
規
模
集
落
対
策

　

高
齢
化
が
進
み
、
戸
数
が
減
少

し
た
区
・
自
治
会
に
対
し
、
元
気

や
活
力
を
高
め
る
た
め
の
支
援
や

対
策
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

◆
町
民
バ
ス
の
運
営

　

バ
ス
事
業
者
が
休
止
し
た
路
線

で
町
民
バ
ス
を
運
行
す
る
ほ
か
、

小
代
区
内
で
路
線
バ
ス
の
経
路
外

の
集
落
を
結
ぶ
町
民
バ
ス
な
ど
の

運
行
を
継
続
し
ま
す
。

◆
防
災
対
策
の
強
化

　

県
が
配
信
す
る
災
害
情
報
な
ど

を
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
を
利

用
し
て
伝
達
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に

加
入
し
、
住
民
へ
の
迅
速
で
効
率

的
な
情
報
提
供
を
図
り
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

　

妊
婦
健
診
や
出
産
に
対
す
る
助

成
や
祝
金
な
ど
、
子
ど
も
を
産
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
継
続
し
て

い
く
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

県
の
自
殺
対
策
強
化
基
金
を
活

用
し
て
、
う
つ
病
予
防
な
ど
に
対

応
す
る
相
談
窓
口
や
ス
タ
ッ
フ
の

充
実
を
図
り
、「
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
」を
進
め
る
ほ
か
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
中
心
に
運
動
の
習
慣
化

を
啓
発
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

を
推
進
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
福
祉
計
画
と
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、

県
の
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時

特
例
基
金
を
活
用
し
て
、
高
齢
者

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や

地
域
活
動
拠
点
の
整
備
な
ど
「
高

齢
者
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉
の
充
実

　

障
害
者
福
祉
計
画
と
障
害
福
祉

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
を
持
つ
人
が
事
業

所
に
通
所
す
る
際
、
事
業
所
の
行

う
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
に
費
用
の
助
成
を
行
い
、
地
域

で
の
自
立
し
た
生
活
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

◆
長
期
滞
在
・
交
流
型
観
光
振
興

　

吹
田
市
、
門
真
市
、
尼
崎
市
な

ど
友
好
都
市
で
開
催
さ
れ
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
特
産
品
な

ど
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

門
真
市
民
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
し
、
本
町
の
自
然
や

文
化
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
の

場
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
農
地
利
用
集
積
の
促
進

　

農
地
の
所
有
者
か
ら
利
用
者
へ

の
農
地
の
貸
し
付
け
な
ど
に
つ
い

て
、
面
的
に
ま
と
ま
っ
た
貸
し
付

け
が
行
え
る
よ
う
、
関
係
団
体
と

の
連
絡
調
整
や
普
及
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

◆
町
道
の
新
設
改
良
事
業

　

生
活
道
の
確
保
、
地
域
の
振
興

や
交
流
促
進
、
交
通
の
円
滑
化
、

安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
町

道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
活
用
し
、
余
部
御
崎
線
の
災

害
防
除
の
ほ
か
２
路
線
を
整
備
し

ま
す
。
町
単
独
の
事
業
で
は
、
西

浜
線
ほ
か
１
路
線
を
整
備
し
ま
す
。

災
害
復
旧
事
業
で
は
、
市
原
黒
田

線
の
復
旧
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
ま
ち
な
か
振
興
モ
デ
ル
事
業

　

合
併
や
少
子
高
齢
化
な
ど
で
活

力
が
低
下
し
た
旧
町
の
商
店
街
で
、

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

職
員
に
よ
る
橋
り
ょ
う
点
検
を
進

め
ま
す
。

◆
水
道
・
下
水
道
事
業

　

上
水
道
区
域
で
は
、
浄
水
場
整

備
事
業
を
平
成
21
年
度
か
ら
平
成

24
年
度
ま
で
の
４
年
間
行
う
予
定

と
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
今
年

度
は
主
に
浄
水
場
の
建
設
工
事
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
水
道
区

域
で
は
、
上
射
添
簡
易
水
道
と
和

佐
父
特
設
水
道
を
統
合
す
る
た
め

の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
、
平
成
20
年

度
に
決
定
さ
れ
た
料
金
改
定
の
第

２
回
目
（
香
住
区
の
水
道
、
小
代

区
の
下
水
道
）に
あ
た
り
ま
す（
本

号
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

◆
学
校
施
設
や
遊
具
の
改
修

　

児
童
、
生
徒
、
園
児
が
、
安
全

で
安
心
な
学
校
（
園
）
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
学
校
施
設
な
ど
の
改

修
と
遊
具
の
修
繕
な
ど
を
継
続
し

て
行
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

学
校
教
育
で
は
「
ふ
る
さ
と
教

育
応
援
団
」
や
「
ふ
る
さ
と
も
の

し
り
博
士
」
の
一
層
の
活
用
を
図

り
、
社
会
教
育
の
「
学
校
支
援
本

部
事
業
」
と
の
連
携
を
深
め
、
住

民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
地
域
ぐ

る
み
の
ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

⑤ 

持
続
可
能
な
財
政
基
盤

の
確
立

● 

そ
の
ほ
か
の
主
な
取
り

組
み
な
ど

▲ 
香
美
町
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
で
但
馬
高
原

植
物
園
を
訪
れ
る
友
好
都
市
の
皆
さ
ん
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平
成
23
年
度
予
算
（
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
）

　

総
額
２
２
７
億
円
の
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
23
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、「
第
２
次
香
美
町
行

財
政
改
革
大
綱
」
期
間
の
初
年
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
大
綱
の

基
本
理
念
な
ど
を
踏
ま
え
、
住
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
る
「
創
造
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
着
実

に
推
進
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
、

予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
本

町
の
予
算
総
額
は
、
２
２
７
億
５

１
６
４
万
５
千
円
と
な
り
、
前
年

度
の
２
１
９
億
４
４
５
６
万
３
千

円
に
比
べ
、
８
億
７
０
８
万
２
千

円
、
率
に
し
て
３
・
７
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
１
２
９

億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
４
億

７
８
０
０
万
円
、
率
に
し
て
３
・

８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
計
の
予
算
概
要

　

増
額
の
主
な
要
因
は
、
香
住
小

学
校
整
備
事
業
に
よ
る
普
通
建
設

事
業
費
の
増
、
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
が
増
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計

　

10
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
77

億
１
４
６
万
１
千
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
１
億
９
４
５
４
万
７
千
円
、

率
に
し
て
２
・
６
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

増
額
の
主
な
要
因
は
、
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
な
ど
に
伴
う

介
護
給
付
費
が
増
と
な
る
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

企
業
会
計

　

２
企
業
会
計
の
予
算
総
額
は
、

21
億
５
０
１
８
万
４
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
１
億
３
４
５
３
万
５

千
円
、
率
に
し
て
６
・
７
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

増
額
の
主
な
要
因
は
、
浄
水
場

整
備
事
業
（
上
水
道
事
業
）
に
よ

る
も
の
で
す
。

会　計　区　分 平成 23 年度 平成 22 年度 比較増減 増減率

一　般　会　計 12,900,000 12,422,000 478,000 3.8

特　別　会　計 7,701,461 7,506,914 194,547 2.6

国民健康保険事業 2,910,000 2,839,500 70,500 2.5

事業勘定 2,526,000 2,500,000 26,000 1.0

佐津診療施設勘定 52,100 13,400 38,700 288.8

兎塚・川会・原診療施設勘定 51,400 36,000 15,400 42.8

小代診療施設勘定 193,300 198,500 △ 5,200 △ 2.6

兎塚・川会歯科診療施設勘定 87,200 91,600 △ 4,400 △ 4.8

老人保健事業 廃止 2,000 △ 2,000 皆減

後期高齢者医療保険事業 254,100 249,800 4,300 1.7

介護保険事業 2,018,000 1,972,000 46,000 2.3

簡易水道事業 401,600 383,300 18,300 4.8

下水道事業 2,043,000 1,979,300 63,700 3.2

財産区 1,500 4,100 △ 2,600 △ 63.4

町立地方卸売市場事業 1,900 1,800 100 5.6

国民宿舎事業 35,300 37,200 △ 1,900 △ 5.1

矢田川憩いの村事業 29,700 30,000 △ 300 △ 1.0

宅地造成事業 6,361 7,914 △ 1,553 △ 19.6

企　業　会　計 2,150,184 2,015,649 134,535 6.7

公立香住病院事業 1,445,310 1,454,824 △ 9,514 △ 0.7

収益的支出 1,250,100 1,243,366 6,734 0.5

資本的支出 195,210 211,458 △ 16,248 △ 7.7

上水道事業 704,874 560,825 144,049 25.7

収益的支出 190,355 199,540 △ 9,185 △ 4.6

資本的支出 514,519 361,285 153,234 42.4

合　　　計 22,751,645 21,944,563 807,082 3.7

（単位：千円、％）平成 23 年度の各会計予算

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
財
政
課
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

歳
入
（
図
１
）

　

町
税
な
ど
一
般
財
源
の
合
計
額

は
、88
億
２
１
４
７
万
４
千
円（
前

年
度
比
３
・
２
％
増
）
で
す
。

①
町
税

　

18
億
３
７
４
３
万
４
千
円
（
前

年
度
比
０
・
５
％
減
）
で
、
減
収

の
主
な
要
因
は
、
個
人
町
民
税
の

減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

②
普
通
地
方
交
付
税

　

算
出
方
法
の
見
直
し
な
ど
を
考

慮
し
、
59
億
９
６
０
０
万
円
（
前

年
度
比
５
・
３
％
増
）
を
見
込
ん

で
い
ま
す
が
、
昨
年
度
決
算
見
込

額
59
億
１
２
４
６
万
８
千
円
に
比

べ
る
と
、
８
３
５
３
万
２
千
円
、

１
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
交
付
税
の
不
足
分
を

補
う
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ

る
と
64
億
６
２
０
０
万
円
で
、
昨

年
度
実
績
の
66
億
１
５
６
４
万
６

千
円
に
比
べ
る
と
、
１
億
５
３
６

４
万
６
千
円
、
２
・
３
％
の
減
と

な
り
ま
す
。

③
特
別
地
方
交
付
税

　

算
出
方
法
の
見
直
し
な
ど
を
考

慮
し
、
５
億
３
１
０
０
万
円
（
前

年
度
比
４
・
２
％
減
）
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

④
繰
入
金

　

１
億
２
８
６
０
万
４
千
円
（
前

年
度
比
２
９
７
・
２
％
増
）
で
、

増
額
の
要
因
は
、
減
債
基
金
繰
入

金
の
皆
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

⑤
地
方
債

　

15
億
７
５
０
万
円
（
前
年
度
比

９
・
５
％
減
）
で
、
減
額
の
主
な

歳
出
（
図
２
）

①
人
件
費

　

21
億
５
８
４
１
万
８
千
円
（
前

年
度
比
４
・
１
％
増
）
で
、
増
額

の
主
な
要
因
は
、
職
員
退
職
加
算

納
付
金
２
５
０
０
万
円
の
増
、
町

村
議
会
議
員
共
済
会
納
付
金
２
９

６
６
万
４
千
円
の
増
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

②
扶
助
費

　

11
億
２
５
８
万
８
千
円
（
前
年

度
比
13
・
６
％
増
）
で
、
増
額
の

主
な
要
因
は
、
子
ど
も
手
当
の
制

度
拡
充
に
よ
る
９
２
０
７
万
５
千

円
の
増
、
予
防
接
種
費
扶
助
費
３

２
７
３
万
３
千
円
の
増
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

③
補
助
費
等

了
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
今
年
度

は
、
平
成
17
年
度
に
発
行
し
た
合

併
特
例
事
業
債
の
う
ち
「
兵
庫
の

じ
ぎ
く
債
」
の
満
期
一
括
償
還
１

億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

⑥
積
立
金

　

１
億
１
６
０
７
万
２
千
円
（
前

年
度
比
84
・
６
％
減
）
で
、
減
額

の
主
な
要
因
は
、
合
併
特
例
事
業

債
を
活
用
し
た
地
域
振
興
基
金
の

造
成
６
億
円
の
減
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

⑦
繰
出
金

　

20
億
４
９
８
３
万
６
千
円
（
前

年
度
比
４
・
５
％
増
）
で
、
増
額

の
主
な
要
因
は
、
各
診
療
施
設
勘

定
へ
の
繰
出
金
約
２
７
０
０
万
円

の
増
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
約
２
２
０
０
万
円
の
増

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
内
訳

要
因
は
、
地
域
振
興
基
金
造
成
に

係
る
合
併
特
例
事
業
債
５
億
７
０

０
０
万
円
の
減
、
算
出
方
法
の
見

直
し
に
よ
る
臨
時
財
政
対
策
債
２

億
４
８
０
０
万
円
の
減
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
が
、
新
た
に
、
香
住

小
学
校
整
備
事
業
で
４
億
２
５
５

０
万
円
、
余
部
鉄
橋
保
存
活
用
事

業
で
７
１
４
０
万
円
、
今
子
浦

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
整
備
事
業
で

４
８
０
０
万
円
、
過
疎
対
策
事
業

債
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
事
業
で
１

億
２
３
４
０
万
円
な
ど
の
発
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

15
億
７
４
３
７
万
２
千
円
（
前

年
度
比
７
・
５
％
増
）
で
、
増
額

の
主
な
要
因
は
、
公
立
香
住
病
院

企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
６
９
９
２

万
円
の
増
、
公
立
八
鹿
病
院
負
担

金
２
０
２
３
万
１
千
円
の
増
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

④
普
通
建
設
事
業
費

　

13
億
１
９
９
４
万
４
千
円
（
前

年
度
比
72
・
１
％
増
）
で
、
増
額

の
主
な
要
因
は
、
香
住
小
学
校
整

備
事
業
５
億
８
５
０
４
万
円
の
増
、

余
部
鉄
橋
保
存
活
用
事
業
１
億
２

６
４
０
万
円
の
増
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

⑤
公
債
費

　

24
億
４
３
５
９
万
６
千
円
（
前

年
度
比
３
・
６
％
減
）
で
、
減
額

の
主
な
要
因
は
、
縁
故
債
の
繰
上

償
還
約
１
億
４
３
０
０
万
円
の
終

＜図 2＞一般会計歳出予算内訳

公債費　18.9％公債費　18.9％
　24億 4,360 万円　24億 4,360 万円

民生費　18.3％民生費　18.3％
　23億 5,668 万円　23億 5,668 万円

教育費　13.6％教育費　13.6％
　17億 5,583 万円　17億 5,583 万円

総務費　10.6％総務費　10.6％
　13億 6,522 万円　13億 6,522 万円

衛生費　12.9％衛生費　12.9％
　16億 6,166 万円　16億 6,166 万円

土木費　9.6％土木費　9.6％
　12億 3,650 万円　12億 3,650 万円

農林水産業費　5.9％農林水産業費　5.9％
　7億 6,146 万円　7億 6,146 万円

消防費　4.1％消防費　4.1％
　5億 3,377 万円　5億 3,377 万円

商工費　3.6％商工費　3.6％
　4億 6,040 万円　4億 6,040 万円

議会費　1.0％議会費　1.0％
　1億 2,905 万円　1億 2,905 万円

災害復旧費　0.9％災害復旧費　0.9％
　1億 2,338 万円　1億 2,338 万円

その他 　0.6％その他 　0.6％
（労働費・予備費労働費・予備費）
　7,245 万円　7,245 万円

＜図 1＞一般会計歳入予算内訳

町税　14.2％町税　14.2％
　18億 3,743 万円　18億 3,743 万円

地方交付税　50.6％地方交付税　50.6％
　65億 2,700 万円　65億 2,700 万円

国県支出金　13.1％国県支出金　13.1％
　16億 9,194 万円　16億 9,194 万円

町債　11.7％町債　11.7％
　15億 750 万円　15億 750 万円

自主財源 自主財源 
　　21.1％　　21.1％

依存財源　78.9％依存財源　78.9％

譲与税・交付金　3.5％譲与税・交付金　3.5％
　4億 5,704 万円　4億 5,704 万円

諸収入ほか　6.9％諸収入ほか　6.9％
　8億 7,909 万円　8億 7,909 万円

[ 諸収入ほか内訳 ]

諸収入　　　　 4 億 8,398 万円

繰入金　　　　 1 億 2,860 万円

使用料・手数料 1 億 7,995 万円

分担金・負担金　　 8,656 万円
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財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金

　

財
政
調
整
基
金
の
昨
年
度
末
残

高
は
、
７
億
５
３
７
７
万
４
千
円

の
見
込
み
で
、
今
年
度
末
で
は
、

昨
年
度
決
算
積
立
額
な
ど
を
合
わ

せ
て
、
８
億
４
７
２
万
３
千
円
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

減
債
基
金
の
昨
年
度
末
残
高
は
、

２
億
９
１
５
７
万
５
千
円
の
見
込

み
で
す
。
今
年
度
予
算
で
は
、
平

成
17
年
度
に
発
行
し
た
「
兵
庫
の

じ
ぎ
く
債
」
の
満
期
一
括
償
還
に

減
債
基
金
を
活
用
す
る
予
定
で
す

が
、
平
成
20
〜
22
年
度
の
繰
上
償

還
に
係
る
元
金
相
当
額
を
積
み
立

て
る
こ
と
な
ど
で
、
今
年
度
末
残

高
を
２
億
８
０
１
３
万
１
千
円
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

地
方
債
（
図
３
）

①
一
般
会
計
で
は
…

　

昨
年
度
末
現
在
高
は
、
１
９

０
億
６
６
４
９
万
１
千
円
で
す

が
、
今
年
度
の
発
行
額
を
15
億
７

５
０
万
円
と
し
、
元
金
償
還
額
を

21
億
４
４
８
３
万
１
千
円
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
年
度
末
現
在
高

は
、
６
億
３
７
３
３
万
１
千
円
減

の
１
８
４
億
２
９
１
６
万
円
に
な

る
見
込
み
で
す
。

②
全
会
計
で
は
…

　

昨
年
度
末
現
在
高
は
、
４
１
６

億
１
６
１
６
万
７
千
円
で
す
が
、

今
年
度
の
発
行
額
を
23
億
７
１
１

０
万
円
と
し
、
元
金
償
還
額
は
37

億
１
１
２
４
万
円
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
年
度
末
現
在
高
は
、
13

実
質
公
債
費
比
率
（
図
４
）

　

昨
年
度
は
、
24
・
６
％
で
早
期

健
全
化
基
準
の
25
・
０
％
を
下
回

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
22
・
８
％

と
な
り
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
の

見
込
み
で
す
。

億
４
０
１
４
万
円
減
の
４
０
２
億

７
６
０
２
万
７
千
円
に
な
る
見
込

み
で
す
。

　

な
お
、
住
民
一
人
当
た
り
の
地

方
債
残
高
（
全
会
計
）
は
、
今
年

度
末
で
約
１
９
２
万
５
千
円
（
交

27.4％
26.6％

24.6％

22.8％

（見込み）

（％）

平成 20年度 平成 23年度

早期健全化比率 25％

平成 21年度 平成 22年度

…実質公債費比率

＜図 4＞実質公債費比率推移

（億円）

492
487

467

446

428

416

403

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

…地方債残高（全会計）

（見込み）

（見込み）

＜図 3＞地方債残高（全会計）推移

一
般
会
計
予
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
…

町民 1人当たりに使うお金町民 1人当たりに使うお金

617,520 円617,520 円（前年度 585,088 円）（前年度 585,088 円）

公債費
116,974 円

　国などから借り入れ
たお金（町債）の返済
などに使うお金です。

民生費
112,814 円

　社会福祉や医療費助
成など安定した社会生
活を保障するために使
うお金です。

教育費
84,051 円

　幼稚園、小中学校、社
会教育など教育各般に
使うお金です。

衛生費
79,543 円

　健康診断、各種診断、
ごみ処理など健康で衛
生的な生活環境を保つ
ために使うお金です。

総務費
65,353 円

　新しいまちづくりや
戸籍、徴税、選挙、監
査事務など町の総括的
な事務に使うお金です。

土木費
59,191 円

　道路、河川、町営住
宅などの整備や除排雪
経費を含む維持管理に
使うお金です。

農林水産業費
36,451 円

　農業、林業、畜産業、
水産業の振興に使うお
金です。

消防費
25,552 円

　消防や救急活動に使
うお金です。

商工費
22,039 円

　観光の振興や商工業
の振興などに使うお金
です。

議会費
6,177 円

　町議会の運営に使う
お金です。

災害復旧費
5,906 円

　災害によって道路、農
地、山林などに生じた
被害を復旧するために
使うお金です。

その他（労働費・予備費）
3,469 円

　労働対策や予備的に
使うお金です。

※ 町民１人あたりの計算は、平成 23 年 3 月 1 日
現在の人口 20,890 人を基にしています。

町民 1人当たりの税負担額町民 1人当たりの税負担額

87,478 円87,478 円（前年度 86,534 円）（前年度 86,534 円）

町民税
31,532 円

固定資産税
49,537 円

軽自動車税
2,551 円

たばこ税
3,858 円

※入湯税を除く

付
税
措
置
に
よ
る
補
て
ん
率
約

50
％
を
考
慮
す
る
と
約
96
万
円
）

と
な
り
ま
す
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

町
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
し
よ
う

と
、
平
成
19
年
に
策
定
し
た
第
１
次
香
美
町

行
財
政
改
革
大
綱
（
第
１
次
大
綱
）
に
基
づ

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
財
政
状
況
な
ど
に
好
転
の

兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
安
定

し
た
町
政
を
行
う
た
め
に
は
、
継
続
し
て
行

財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
３
月
末
で
終
了
し
た
第
１

次
大
綱
に
替
わ
り
、
香
美
町
行
財
政
改
革
推

進
委
員
会
（
中
村
治
泰
委
員
長
、
10
人
）
か

ら
の
答
申
を
基
に
、
第
２
次
香
美
町
行
財
政

改
革
大
綱
（
第
２
次
大
綱
）
と
同
実
施
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
指
針

第
２
次
香
美
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
財
政
課

　

第
１
次
大
綱
を
基
に
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、平
成
18
年
度
決
算
で
29
・
４
％

で
あ
っ
た
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
21
年

度
決
算
で
は
24
・
６
％
と
な
り
、
早
期
健
全

化
基
準
の
25
・
０
％
を
下
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
町
税
な
ど
の
増
収
が
見

込
め
な
い
こ
と
、
地
方
交
付
税
の
減
収
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
財
政
健
全
化

の
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
主
権
化
の
動
き
が
加
速
す
る

な
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
情
報
共
有

を
進
め
、
相
互
に
補
完
、
協
力
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
役
場
職
員
一
人
ひ
と
り

が
改
革
の
必
要
性
を
認
識
し
た
上
で
、
組
織

的
、
戦
略
的
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
の
「
組
織
改
革
」「
意
識
改
革
」
も
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
２
次
大
綱
で
は
、
行
財
政
基
盤
の
充
実
、

強
化
を
基
本
と
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
と
役
場

の
組
織
、
意
識
の
改
革
な
ど
「
行
政
内
部
の

変
革
」
を
改
革
の
柱
に
据
え
て
い
ま
す
。

第
２
次
大
綱
の
基
本
的
な
考
え
方

第
２
次
大
綱
の
内
容

（第２次大綱のイメージ）

基本方針「３本の柱」

協働のまちづくり
基本理念

行政経営の

　仕組みづくり

地域経営の

　仕組みづくり

行財政基盤の

　　充実、強化

①
地
域
経
営
の
仕
組
み
づ
く
り

　

町
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
対
話
や
認
識
を
深
め
な

が
ら
地
域
社
会
の
創
造
を
図
り
ま
す
。

　

・ 

町
民
ニ
ー
ズ
や
満
足
度
な
ど
を
量
る
た
め

の
「
ま
ち
づ
く
り
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

実
施

　

・ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
の
策
定

　

・ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
の
展
開
や

各
地
区
公
民
館
活
動
の
充
実

　

・ 
交
通
懇
話
会
（
仮
称
）
や
結
婚
対
策
会
議
（
仮

称
）
の
開
催

　

・ 

行
政
情
報
の
積
極
的
公
開

　

・ 

広
報
へ
の
町
民
参
加
（
ま
ち
か
ど
レ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
）

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
買
う
こ
と
が
で

き
る
市
場
公
募
債
「
兵
庫
の
じ
ぎ
く
債
」
を
、

兵
庫
県
お
よ
び
県
内
４
市
と
共
同
発
行
し
ま
す
。

　

発
行
額
は
30
億
円
（
う
ち
香
美
町
の
発
行
額

は
１
億
円
）。
年
２
回
、
定
額
の
利
息
が
受
け

取
れ
、
５
年
後
に
元
本
が
償
還
さ
れ
ま
す
（
満

期
前
に
売
却
す
る
と
、
金
利
変
動
な
ど
で
元
本

を
割
り
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　

香
美
町
発
行
分
の

資
金
は
、
香
住
第
一

中
学
校
整
備
事
業
な

ど
の
学
校
整
備
事
業

に
充
て
る
予
定
で
す
。

　

兵
庫
の
じ
ぎ
く
債

の
購
入
を
通
じ
て
、

香
美
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

●
募
集
期
間

　

４
月
18
日
（
月
）
〜
５
月
12
日
（
木
）

●
購
入
上
限

　

10
万
円
か
ら
上
限
な
し
（
10
万
円
単
位
）

●
購
入
対
象
者

　

ど
な
た
で
も
購
入
可
能

●
発
行
日

　

５
月
19
日
（
木
）

香
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

「
兵
庫
の
じ
ぎ
く
債
」

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
財
政
課▲  昨年 10 月末に改修工事を終えた

　香住第一中学校体育館
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② 
行
政
経
営
の
仕
組
み
づ
く
り

　

行
政
は
「
住
民
に
と
っ
て
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
業
で
あ
る
」
と
い
う
原
点
に
返
り
、
役
場

の
組
織
、
意
識
の
改
革
、
ま
た
業
務
の
進
め

方
な
ど
の
見
直
し
、
町
民
本
位
で
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
組
織
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

・ 

組
織
機
構
や
職
制
の
見
直
し

　

・ 

行
動
計
画
シ
ー
ト
（
組
織
お
よ
び
職
員
の

目
標
の
明
確
化
）

　

・ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
積
極
的
活
用

　

・ 

職
員
研
修
の
充
実

　

・ 

新
た
な
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

③ 

行
財
政
基
盤
の
充
実
、
強
化

　

最
低
限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
永
続
的
に
提

供
し
て
い
く
た
め
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
選
択
、
集

中
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配

分
し
て
、
ま
ち
の
明
る
さ
や
賑
わ
い
を
呼
び

起
こ
す
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

・ 

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
継
続

　
　
　

 　

財
政
調
整
基
金
残
高
の
維
持
確
保

　
　
　

 　

実
質
公
債
費
比
率
の
引
き
下
げ

　
　
　

 　

起
債
発
行
額
の
抑
制

　
　
　

 　

経
常
収
支
比
率
の
引
き
下
げ

　

・ 

総
人
件
費
の
抑
制
（
勧
奨
退
職
の
継
続
実
施
、

一
般
行
政
職
の
新
規
採
用
の
抑
制
、
職
員

給
与
の
抑
制
）

　

・ 

補
助
金
な
ど
の
点
検
（
妥
当
性
や
効
果
）

　

・ 

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保

　

・ 
特
別
会
計
の
健
全
化

　

・ 
産
業
の
振
興
（
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

を
中
心
と
し
た
産
業
施
策
の
展
開
）

　

・ 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
有
効
活
用
（
明
る
い
話

題
の
発
信
）

　

・ 

施
設
使
用
料
な
ど
の
見
直
し
（
公
共
的
団

体
が
使
用
す
る
場
合
、
減
額
率
を
５
割
か

ら
８
割
に
増
加
）

　

・ 

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
（
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
幼
稚
園
の
保
育
時

間
の
延
長
な
ど
）

第
２
次
大
綱
の
推
進
体
制

　

香
美
町
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を
中
心
と

し
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と
責
任
を

持
っ
て
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
第
２
次
大
綱
の
進
行
管
理

を
徹
底
し
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
の
状
況
や
結
果
な
ど
は
、

香
美
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
で
報
告
お

よ
び
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

●
満
期
日

　

平
成
28
年
５
月
19
日

●
利
率

　

４
月
15
日
（
金
）
に
決
定
し
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
金
融
機
関
の
店
頭
な
ど
で
公
表

●
利
子
支
払
い

　

年
２
回
（
５
月
・
11
月
）

●
取
扱
機
関

　

【
銀
行
な
ど
】
三
井
住
友
銀
行
、み
な
と
銀
行
、

但
馬
銀
行
、
池
田
泉
州
銀
行
、
兵
庫
県
信
用
農

業
協
同
組
合
連
合
会
、
播
州
信
用
金
庫
、
但
陽

信
用
金
庫
、
兵
庫
信
用
金
庫
、
中
兵
庫
信
用
金

庫
　

【
証
券
】
野
村
證
券
、
大
和
証
券
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ツ
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
、
み

ず
ほ
証
券
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
ス
タ
ン

レ
ー
証
券
、
み
ず
ほ
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
証
券
、

岡
三
証
券
、
コ
ス
モ
証
券
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ン

ド
証
券
、
東
海
東
京
証
券
、
丸
三
証
券

町立診療所の診療体制
４月以降

●問い合わせ先　役場健康課、各診療所

　町立診療所の診療体制は、4月 1日から次の

表のとおりとなっています。ご確認いただきお

間違えのないようお願いします。

診療所名 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

佐津診療所

午前
休診 休診 休診 休診 休診

午後

兎塚診療所（℡ 96・0012）

午前
休診 休診

診療
休診 休診

午後 休診

川会診療所（℡ 95・0024）

午前
休診 休診 休診

診療
休診

午後 休診

原診療所

午前
休診 休診 休診 休診 休診

午後

兎塚歯科診療所（℡ 96・0846）

午前
診療 休診 診療 休診 診療

午後

川会歯科診療所（℡ 95・0223）

午前
休診 診療 休診 診療 休診

午後

小代診療所（医科）（℡ 97・2023）

午前
診療 診療 休診 診療 診療

午後

小代診療所（歯科）※（℡ 97・2396）

午前
診療 診療 診療 診療 診療

午後

町立診療所の診療体制

※ 小代診療所（歯科）は、第 1、第 3、第 5土曜

日の午前は診療を行います。

※ 佐津、原の両診療所は現在休診中のため電話番

号を記載していません（市外局番はいずれも

0796）。

【主な変更点など】

・ 川会診療所は、毎週木曜日、午前の診療とな

ります。

・ 小代診療所（医科）は、水曜日を休診とした

週４日の診療となります。

・ 原診療所は 4月から休診、また佐津診療所は

引き続き休診となります。

・ 柤岡へき地出張診療所は、4月から廃止とな

りました。

・ 兎塚診療所、兎塚・川会歯科診療所、小代診

療所（歯科）は、昨年度と同じ診療体制です。
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高齢者などの生活支援制度
どうぞご利用ください！

●問い合わせ先　役場福祉課、各地域局健康福祉課

事業名・対象者 内容 利用料など

配食サービス事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮ら

し、高齢者夫婦世帯、身体障害者な

どであって調理が困難な人

　自宅へのお弁当の配達と安否確認を行います。

配食日は次のとおりですが、年末年始などは除き

ます。

・香住区…月～土曜日の夕食

・村岡区、小代区…日～金曜日の夕食

・主食と副食 …600 円

・副食のみ …500 円

※ 住民税所得割課税世帯の人は、1食あたり 100

円の追加となります。

外出支援サービス事業

　おおむね 65 歳以上で、下肢の不

自由な身体障害者または一般の交通

機関を利用することが困難な人

　車いすまたはストレッチャー対応型の車で、高

齢者などの自宅と医療機関などの間を送迎します。

　基本料金 300 円に、走行距離 1㎞当たり 30 円

を加算した額となります。

介護タクシー利用給付事業

　日常的に車いすやストレッチャー

を使用しなければ移動が困難な人で、

救急車を利用する状況にない人

　病院の受診や、福祉施設への入退所で町指定の

介護タクシーを利用した場合、料金の 75％を助成

します。

　介護タクシー料金の 25％が本人負担となります。

生きがい活動支援通所事業

　おおむね 65 歳以上で、日常生活

が自立している人

　健康増進・介護予防のための趣味活動・介護予

防事業を行います。

　実施場所は、香住高齢者ふれあい交流館、小代

高齢者生活支援センター「いこいの里」などです。

1回あたりの参加費は次のとおりです。

・香住区…600 円

・村岡区…900 円

　（ただし、実施場所がハチ北温泉の場合は、1,200 円）

・小代区…900 円

緊急通報システム事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮ら

し、高齢者夫婦世帯、身体障害者な

どで緊急時に対応が困難な人

　自宅に消防署直通の緊急通報装置を設置します。

人生 80 年いきいき住宅助成事業

　介護保険認定で「要支援」、「要介護」

と認定された人や身体障害者手帳所

持者など

　住まいの改良相談員が緊急性などを判断し、一

定の条件内で、既存住宅の改造工事に要する経費

の一部について、補助金を交付します。

　補助対象限度額は 45 万円で、介護保険の住宅

改修費などの 20万円分を含みます。

　所得により利用者負担があります。

高齢者日常生活用具給付事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮ら

しや寝たきり高齢者（住民税非課税

世帯）

　火災警報器の設置にかかる費用を町が負担しま

す。（限度額は 1万円）

介護用品支給事業

　介護保険認定で「要介護 4または

5」と認定された高齢者を在宅で介

護している家族（住民税非課税世帯）

　年額 10 万円以内の介護用品（紙おむつなど）

を支給します。

　支給限度額は、申請月により異なります。

在宅老人介護手当支給事業

　介護保険認定で「要介護 4または

5」と認定された高齢者を在宅で介

護している家族（介護サービス未利

用月のみ・所得制限あり）

　年額 18万円の介護手当を支給します。

　なお、介護保険サービスの未利用期間が 1年未

満の場合は、月額 1万 5千円を支給します。

　高齢者などが安心し自立した生活を

送ることができるよう、次のような事

業で支援しています。

　なお、各種事業をご利用になる場

合、事前に申請が必要な場合がありま

す。詳しくはお問い合わせください。
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香美町農作業受委託標準賃金
平成23年度

●問い合わせ先　町農業委員会事務局（役場農林水産課内）

　この料金は、あくまでも平成

23 年度の標準です。

　実際の賃金は、当事者双方で

協議のうえ、決定してください。

作業種目 単位 種別
標準料金

備考
整備田 30a 区画 未整備田

農作業 1日当たり 8時間 － 8,000 技術作業は別料金

ディスクローター 10a 当たり － 7,000 6,000 7,000

耕
こう

耘
うん

10a 当たり
1回目 7,000 6,500 8,000

2 回目 5,000 5,000 6,000

代かき 10a 当たり
1回耕

こううん

耘後 11,000 10,000 11,000
荒かき・代かきを同時にする場合

2回耕
こううん

耘後 8,500 8,000 8,500

荒かき 10a 当たり － 6,000 6,000 6,500

荒かき後の代かき 10a 当たり － 7,500 7,500 8,000

機械田植え 10a 当たり － 9,000

刈取
（バインダー）

10a 当たり － 9,000
倒伏の場合は 3～ 5割増。すみ刈りは含まない。
結束ひもは受託者負担

刈取
（コンバイン）

10a 当たり － 22,200 21,200 22,200
倒伏の場合は 3～ 5割増。すみ刈りは含まない。
籾の運搬料は 10a 当たり 3,000 円（距離により増減）

脱穀
（ハーベスター）

1日当たり 8時間 － 15,000

機械畦ぬり 1ｍ当たり － 100

畦切り
（片バイド）

1ｍ当たり － 70

乾燥 10a 当たり － 12,200 運搬などは委託者負担（10a 未満も同額）

籾
もみ

摺
す

り 30㎏当たり － 520 運搬などは委託者負担

農薬散布 10a 当たり － 2,000 農薬代は含まない

堆
た い ひ

肥の散布 10a 当たり － 3,000 堆
たいひ

肥または土壌改良剤の散布

畑耕
こう

耘
うん

10a 当たり － 7,700

（単位：円（消費税込））

　県内のすべての小学校区を対象に、住民組織による身

近な活動の「場」づくりと活動の充実を支援するために

展開していた県民交流広場事業（兵庫県）を利用し、昨

年度、柴山地区で拠点施設の整備が完了しました。

　今後、柴山地区の自然、歴史、伝統文化などふるさと

の素晴らしさ再認識する取り組みなど通じて、子どもか

ら高齢者まであらゆる世代の交流と地域のさらなる活性

化が期待されます。

　なお、3月 12 日に予定していた竣工式は、東北地方

太平洋沖地震のため中止しました。

～ 県民交流広場事業 ～

柴山地区の拠点施設整備が終了！

▲ 柴山地区公民館 1階を中心に、玄関ホールの交流スペース、
図書室兼学習室、会議室など整備し、また、老朽化して
いた調理器具などを新調しました。（写真は玄関ホール）

●問い合わせ先　役場企画課
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

市町名 指定医療機関名 所在地 電話

豊
岡
市

浅見医院 豊岡市城崎町湯島 349-1 32・2610

藤本医院 豊岡市城崎町来日 128-7 32・3181

賀嶋医院 豊岡市竹野町竹野 2510 47・0005

森本診療所 豊岡市竹野町森本 513-1 48・0001

尾松内科クリニック 豊岡市日高町上石 230-2 42・0885

神鍋診療所 豊岡市日高町栗栖野 60-34 45・0003

北見医院 豊岡市日高町松岡 347-1 42・5300

つるさこ耳鼻咽喉科 豊岡市日高町土居 170-1 42・5800

野田消化器科クリニック 豊岡市日高町岩中 212-1 42・1022

長谷川クリニック 豊岡市日高町国分寺 400-13 42・3955

あかまつ小児科 豊岡市九日市下町 119 22・0700

いがらし医院 豊岡市城南町 5-11 29・2766

江本内科クリニック 豊岡市江本 503 29・0333

大井医院 豊岡市城南町 8-12 24・1001

金子医院 豊岡市泉町 4-11 22・2676

小幡内科医院 豊岡市中陰 376-22 24・2511

小林こどもクリニック 豊岡市高屋 987-3 29・3353

さくらクリニック 豊岡市弥栄町 1-32 23・8668

しらゆり診療所 豊岡市小田井町 17-7 24・7201

田中クリニック 豊岡市正法寺 631 29・3100

中治内科クリニック 豊岡市京町 5-43 24・1890

中田医院 豊岡市瀬戸 77-20 28・2016

風発達クリニック 豊岡市戸牧 1029-11 37・8001

舟木外科胃腸医院 豊岡市泉町 7-30 23・2031

きょうこ内科クリニック 豊岡市寿町 2-36 24・7772

舟木内科医院 豊岡市京町 3-21 22・3538

やすだ内科クリニック 豊岡市戸牧 37-5 22・1159

由利医院 豊岡市大磯町 9-53 22・2382

吉田クリニック 豊岡市土渕 133-1 26・8188

ろっぽう診療所 豊岡市今森 465-1 24・7007

合橋診療所 豊岡市但東町出合 76 54・0011

中沢医院 豊岡市出石町本町 66 52・5803

高橋診療所 豊岡市但東町久畑 126 55・0036

平位医院 豊岡市出石町福住 383-7 52・0511

藤原医院 豊岡市出石町松枝 105 52・2301

資母診療所 豊岡市但東町中山 788 56・0303

和田内科クリニック 豊岡市出石町町分 131-3 53・2788

公立豊岡病院 豊岡市戸牧 1094 22・6111

　同　日高医療センター 豊岡市日高町岩中 81 42・1611

　同　出石医療センター 豊岡市出石町福住 1300 52・2555

新
温
泉
町

澤田医院 新温泉町湯 90-1 92・2653

古澤クリニック 新温泉町細田 209-2 92・2600

浜辺医院　※ＢＣＧを除く 新温泉町浜坂 1261-2 82・1224

あおぞらこどもクリニック 新温泉町芦屋 130-1 82・0349

公立浜坂病院 新温泉町二日市 184-1 82・1611

豊岡市と新温泉町の定期予防接種協力医療機関（市外局番はすべて 0796）

参考
　（予防接種法に基づく接種対象年齢）

接種対象年齢
接種
回数

1 期

初回
生後 6ヵ月以上
7歳 6ヵ月未満

2回

追加 1回

2期 9歳以上 13歳未満 1回

　

乳
幼
児
の
定
期
予
防
接
種
（
三

種
混
合
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
、

日
本
脳
炎
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ)

を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
町
内
の
医
療
機
関

は
、「
保
健
事
業
一
覧
表
」（
全
戸

配
付
済
み
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
豊
岡
市
と

新
温
泉
町
の
医
療
機
関
で
も
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
左

記
の
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
を
し

て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
接

種
時
に
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票

が
必
要
）

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
満
３
歳
の
子
ど
も

と
、
９
、
10
歳
に
な
る
子
ど
も
の

う
ち
、
１
期
初
回
（
２
回
接
種
）

ま
た
は
１
期
追
加
（
1
回
接
種
）

が
終
了
し
て
い
な
い
子
ど
も
お
よ

び
昨
年
度
、
１
期
初
回
が
終
了
し

た
子
ど
も
に
勧
奨
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
左
表
の
接
種
対
象
年
齢

で
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

役
場
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
接
種
の
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
が
、

新
ワ
ク
チ
ン
の
認
可
を
受
け
て
、
昨
年
か
ら
３
歳
児
の
接
種
の
勧
奨
を
始

め
、
今
年
度
は
９
、
10
歳
に
な
る
子
ど
も
に
も
接
種
の
勧
奨
を
行
い
ま
す
。

町が勧奨する接種対象 対象地区 日程

満 3歳の子ども 1期初回 町内全域 保健事業一覧表に掲載

今年度 9、10 歳にな

る子ども

1期初回

1期追加

香住区 7～ 8月に集団接種（個別通知の予定）

村岡区・小代区 保健事業一覧表に掲載

昨年度、1期初回の接

種を受けた子ども

1期追加

※ おおむね
1年後に
接種

香住区

・ 昨年 9 月に接種した子どもは 9月に

集団接種（個別通知の予定）

・上記以外は保健事業一覧表に掲載

村岡区・小代区 保健事業一覧表に掲載

町が勧奨する対象年齢の子どもが接種する日程
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

受
講
内
容

① 

認
知
症
の
症
状
に
関
す
る
知
識
や
診
断
、

治
療
、
予
防
方
法
な
ど

②
認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
の
心
構
え

講
師

　

認
知
症
の
専
門
知
識
を
持
つ
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
（
１
月
31
日
現
在
、町
内
に
は
18
人
）

受
講
時
間
、
受
講
料

１
時
間
30
分
程
度
、
無
料

そ
の
ほ
か

　

受
講
者
に
は
テ
キ

ス
ト
の
ほ
か
、
サ
ポ
ー

タ
ー
だ
け
が
持
つ
こ

と
の
で
き
る
「
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配

布
し
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
の
手
首
に
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
認
知
症
の
人

に
優
し
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

＜消費生活相談窓口＞

●役場消費生活相談窓口（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!

消
費
生
活
相
談

　

新
学
期
、
新
年
度
な
ど
新
し
い
ス
タ
ー

ト
と
と
も
に
、
携
帯
電
話
な
ど
の
購
入
を

予
定
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

購
入
後
「
思
っ
て
い
た
も
の
と
違
う
」、

「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
な
ど
と

後
悔
し
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に
契
約
し
ま

し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
通
話
と
メ
ー
ル

の
通
信
だ
け
で
は
な
く
、
ど
こ
で
も
手
軽

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
携
帯
電
話
が
利
用
で
き
る
区

域
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
と
圏
外
に

な
り
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

購
入
時
、
販
売
店
か
ら
利
用
可
能
な
区
域

な
ど
の
説
明
を
十
分
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど

　

「
興
味
本
位
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
閲

覧
。
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
会
員
登
録
の
完
了

と
な
り
、
数
万
円
の
入
会
金
を
請
求
さ
れ

た
」、「
パ
ソ
コ
ン
に
請
求
画
面
が
張
り
付

き
、
電
源
を
入
れ
直
し
て
も
消
え
な
い
」

な
ど
の
相
談
が
相
次
い
で
ま
す
。

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
だ
け
で
は
会
員
登
録
し

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
不
当
な
請

求
に
は
絶
対
応
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
不
審
な
画
面
が
張

り
付
い
た
場
合
は
、
消
去
方
法
な
ど
を
パ

ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
で
は
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
の
不
当
請

求
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
詐

欺
の
手
口
が
悪
質
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
利
用
す
る
と
き
は
慎
重
に
行

い
、
万
一
「
し
ま
っ
た
」
と
思
っ
た
場
合

は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４
（
直
通
）

通
信

い

き
い
き

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー　

認
知
症
を
学
び
地
域
で
支
え
よ
う
！

　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症

を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
を
い
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
た
め

に
は
、
日
常
生
活
の
な
か
で
尊
厳
を
損
な
う

こ
と
な
く
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

　

養
成
講
座
を
受
講
し
、
認
知
症
の
基
礎
知

識
を
学
べ
ば
、
ど
な
た
で
も
こ
の
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
れ
ま
す
。
町
内
で
は
９
３
６
人

（
県
内
で
は
約
８
万
５
０
０
０
人
）が
サ
ポ
ー

タ
ー
に
登
録
し
、
認
知
症
の
人
な
ど
を
応
援

し
て
い
ま
す
（
１
月
31
日
現
在
）。

　

本
町
で
は
随
時
、
こ
の
養
成
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、「
私
た
ち
も
受
講
し
た
い
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
は
本
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
講
対
象

　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
婦
人

会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、老
人
ク
ラ
ブ
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
）

▲ 受講者に配布されるオレ
ンジリング（実物はオレ
ンジ色）

▲ 利用者が急増しているスマートフォン
（写真はイメージ）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

水
道
・
下
水
道
を
ご
使
用
の
皆
さ
ま
へ

７
月
か
ら
料
金
が
変
わ
り
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課
・
村
岡
地
域
局
農
林
建
設
課

平
成
23
年
度

国
民
年
金
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
５

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
国

民
年
金
保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ
ま
す
が
、

平
成
23
年
度
は
前
年
度
か
ら
80
円
引
き
下
げ

ら
れ
、
月
額
１
万
５
０
２
０
円
と
な
り
ま
す
。

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　

保
険
料
は
１
年
度
分
や
６
ヵ
月
分
な
ど
、

ま
と
め
て
前
納
（
前
払
い
で
納
付
）
す
る
と

割
引
が
あ
り
お
得
で
す
。

　

左
表
の
前
納
用
納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例

　

昨
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を
承
認
さ
れ
た

人
の
特
例
期
間
は
、
今
年
３
月
ま
で
で
す
。

　

引
き
続
き
希
望
す
る
場
合
は
、
早
め
に
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
の
申
請
方
法

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請

書
が
郵
送
さ
れ
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
人
は
、
印
鑑
・
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
役
場
町
民

課
ま
た
は
各
地
域
局
健
康
福
祉
課
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

前納の方法 前納期限 割引額 納付額

 １年度分

（4月～平成 24年 3月）
5月 2日 3,200 円 177,040 円

 上半期分

（4月～ 9月）
5月 2日 730 円 89,390 円

 下半期分

（10月～平成 24年 3月）
10 月 31 日 730 円 89,390 円

※ 上記以外の希望月から平成 24 年 3 月分までの前納を希望する場合は、
豊岡年金事務所へお問い合わせください。

前納による割引額

5,880 円

5,985 円

6,867 円 6,867 円

6,048 円

4,410 円

5,733 円

6,048 円

6,867 円

（円）

改正前
～Ｈ20.9

1 次改正
Ｈ20.10 ～

2 次改正
Ｈ23.7 ～

3 次改正
Ｈ26.7 ～

村岡区
香住区

小代区

統一料金

下水道料金改正推移（使用水量 30㎥の場合）

4,305 円 4,305 円 4,305 円

3,990 円

2,625 円

3,024 円

3,286 円

3,643 円

（円）

改正前
～Ｈ20.9

1 次改正
Ｈ20.10 ～

2 次改正
Ｈ23.7 ～

3 次改正
Ｈ26.7 ～

村岡区

香住区

小代区

統一料金

水道料金改正推移（口径 13mm、使用水量 30㎥の場合）

　

町
内
の
水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
は
、
今

年
７
月
請
求
分
か
ら
新
た
な
料
金
計
算
方
法

と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

合
併
前
の
旧
３
町
間
で
の
料
金
格
差
を
解

消
す
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
者
か

ら
な
る「
上
下
水
道
料
金
改
定
検
討
委
員
会
」

の
審
議
を
経
て
、
平
成
20
年
７
月
の
町
議
会

で
料
金
の
段
階
的
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
に
は
、
平
成
20
年
10
月
実
施
の

第
１
次
改
正
に
次
ぐ
２
度
目
の
改
正
を
行
い

ま
す
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

水
道
料
金

　

（
口
径
13
㎜
、
使
用
水
量
30
㎥
の
場
合
）

・
香
住
区
：
２
６
２
円
増
の
３
２
８
６
円

・
村
岡
区
・
小
代
区
：
改
正
な
し

下
水
道
料
金

　

（
使
用
水
量
30
㎥
の
場
合
）

・
小
代
区
：
３
１
５
円
増
の
６
０
４
８
円

・
香
住
区
、
村
岡
区
：
改
正
な
し

※ 
香
住
区
の
土
生
、
本
見
塚
、
大
梶
、
三
川

地
区
は
、
算
定
方
法
を
人
槽
別
か
ら
使
用

水
量
別
に
変
更
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
７
月
の
第
３
次
改
正
で
は
料
金

統
一
を
図
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　町では、まちづくりや地域づくりな

どの活動を行う公共的団体の活動を支

援するため、今年４月１日から町の施

設の使用料の減額率を「５割」から「８

割」に変更しました。

　どのような団体が利用し

た場合に利用料が減額に

なるかなど、詳しいことは、

各施設に掲示しています。

使用料の減額率
を変更

町の施設

　

な
お
、
独
居
高
齢
者
世
帯
の
料
金
軽
減
措

置
は
、
今
年
６
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
改
正
料
金
の
計
算
方
法
な
ど
を
記
載

し
た
「
料
金
早
見
表
」
は
、
今
年
５
月
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

◇
寄
付
金

　

株
式
会
社　

但
馬
銀
行 

様

　

 　

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
た

め
、
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
を
応
援
し

ま
す
！

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

▲ 長瀬町長に目録を手渡す株式会社但馬銀行 
香住支店長 滝本 豊　氏（写真右側）

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

（
敬
称
略
）

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

　

（ 

長
年
に
わ
た
り
兎
塚
小
学
校
通
学
路
で
あ
る
国
道
９
号
の
歩
道
除
雪

（
村
岡
区
市
原
〜
宿
）
に
貢
献
）

　

西
谷
友
行
（
村
岡
区
日
影
）

但
馬
産
業
大
賞

　

【
キ
ラ
リ
と
世
界
へ
輝
く
技
術
部
門
】

　
　

美よ

し

お

か岡
工
業
株
式
会
社

　

【
観
光
・
交
流
資
源
を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
門
】

　
　

和
佐
父
集
落
西
ヶ
岡
棚
田
保
全
維
持
会

　

縦
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
が
納
付
す
べ

き
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
が
、
町
内
の
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
と
比
べ
て
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

縦
覧
期
限

　

５
月
２
日
（
月
）
ま
で
の
平
日
で
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
納
税
者
（
手
数
料
は
無
料
）

縦
覧
で
き
る
帳
簿

・ 

土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、「
土

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
土
地
の
所
在
地
、

地
目
、
地
積
お
よ
び
価
格
）」

・ 

家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、「
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
家
屋
の
所
在
地
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
お
よ

び
価
格
）」

※ 

縦
覧
を
希
望
す
る
人

は
、
納
税
通
知
書
、

ま
た
は
本
人
確
認
の

で
き
る
書
類
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

　

納
税
義
務
者
は
、
自
己
の
所
有
す
る
固
定

資
産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
借
地
人
や
借
家
人
は
、
賃
貸

借
契
約
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
固
定
資
産
の

課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

※ 

納
税
義
務
者
以
外
の
人
は
、
賃
貸
借
契
約

書
な
ど
の
権
利
が
確
認
で
き
る
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局
地
域
振
興
課

平
成
23
年
度

み
な
さ
ん
に

に
じ
ゅ
う
ま
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を

一
つ
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

の
う
ち
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
継
続
的

に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
軽
自
動
車

税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
免
申
請
書
提
出
期
限

　

４
月
26
日
（
火
）

提
出
書
類

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
写
し
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

小
代
俳
句
教
室

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化

協
会
所
属
の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌

を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

春
帽
子
チ
ョ
コ
ン
と
隠
す
か
る
き
嘘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

ス
コ
ッ
プ
留と

め
解と

い
て
応
え
る
頬
か
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
代

還
暦
の
道
へ
一
歩
の
野の

う

め梅
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中な

か

に

わ庭 

正
江

春は

る

ご

え肥
の
藁わ

ら

し
な
や
か
に
切
り
込
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

捷し

ょ

う

こ子　

春
し
ゅ
ん
み
ん眠

や
八や

そ

じ

十
路
の
息
を
た
し
か
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

襖ふ

す

ま

え絵
の
わ
ら
べ
も
出
で
よ
雪ゆ

き

げ

か

ぜ

解
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

選
者　

尾
崎 

龍
し
げ
み

①
３
月
25
日
付
退
職

今
西
俊
継
（
香
美
町
教
育
長
）

②
４
月
１
日
付
異
動
（
課
長
級
以
上
）

●
部
長
級

総
務
部
長
兼
企
画
課
長
（
産
業
部
長
兼
観
光
商

工
課
長
）
本
庄
正
人
▽
健
康
福
祉
部
長
兼
健
康

課
長
（
教
育
委
員
会
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
）

岡
本
秀
喜
▽
産
業
部
長
兼
観
光
商
工
課
長
（
公

立
香
住
病
院
事
務
局
長
）
松
井
栄
介
▽
建
設
部

長
兼
建
設
課
長
（
小
代
地
域
局
長
兼
地
域
振
興

課
長
兼
農
林
建
設
課
長
）
今
井
雄
治
▽
村
岡
地

域
局
長
兼
地
域
振
興
課
長
（
村
岡
地
域
局
長
兼

職
員
の
人
事
異
動
な
ど

組
織
な
ど

異
動
な
ど
（
カ
ッ
コ
内
旧
職
、
順
不
同
）

　

「
行
政
組
織
の
見
直
し
お
よ
び
職
制
の
フ

ラ
ッ
ト
化
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
視

野
に
、
課
題
で
あ
る
財
政
健
全
化
を
確
固
た

る
も
の
に
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
と
し
て

総
務
部
内
に
財
政
課
を
新
設
し
ま
し
た

　

３
月
25
日
付
で
香
美
町
教
育
長
が
退
職
。

４
月
１
日
付
の
異
動
者
数
は
62
人
、
3
月
31

日
付
の
退
職
者
は
13
人
（
一
般
行
政
職
な
ど

９
人
、
公
立
香
住
病
院
３
人
、
診
療
所
１
人
）、

４
月
１
日
付
の
新
規
採
用
者
は
４
人
（
一
般

行
政
職
３
人
、
公
立
香
住
病
院
１
人
）
で
、

公
立
香
住
病
院
の
医
療
職
な
ど
を
除
い
た
一

般
行
政
職
な
ど
の
関
係
職
員
数
は
、
昨
年
当

初
に
比
べ
９
人
減
り
（
合
併
前
と
比
べ
73
人

減
）、
２
６
１
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

課
長
級
以
上
の
異
動
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

　3月 26 日に開催された香美町教育

委員会で森脇俊晴氏（57 歳）が香美

町教育長に選任されました。森脇氏は

同月 25 付で退任した今西俊継前教育

長のあとを受けて就任。任期は平成

25年 7月 7日までです。

　3月 28 日、役場本庁舎で行われた

就任式では「与えられた機会を最大限

に生かし、町民の皆さんに喜んでいただけるよう職員と一丸と

なってふるさと教育に取り組みたい」と抱負を語られました。

森脇俊晴氏が就任
香美町教育長

●問い合わせ先　町教育委員会

　森脇氏は昭和 28年 9月、小代区大谷生まれ。京都産業大学経済

学部卒業、仏教大学教育学部を修了後、社町立社小学校助教諭を皮

切りに県内各地の小学校に勤務。平成 3年 4月から県教育委員会に

勤務し、指導主事などを歴任後、平成 11年から約 5年間、美方町

教育長を務めました。また、平成 17年 4月の合併後には、香美町

教育委員会委員（平成 17 年 4 月～同年 5月）、香美町教育委員会

参事（平成 17年 9月～平成 19年 3月）を務め、町教育行政に携っ

てこられました。

地
域
振
興
課
長
兼
健
康
福
祉
課
長
）
田
中 

勲
▽

小
代
地
域
局
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼
健
康
福
祉

課
長
（
税
務
課
長
）
中
村 

修
▽
公
立
香
住
病
院

事
務
局
長
（
健
康
福
祉
部
長
兼
健
康
課
長
）
谷

岡
喜
代
司

●
次
長
級

総
務
部
付
次
長
・
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
派
遣

【
事
務
局
】（
産
業
部
次
長
兼
農
林
水
産
課
長
）

伊
井
義
行
▽
教
育
委
員
会
次
長
兼
教
育
総
務
課

長
（
総
務
部
付
次
長
・
美
方
郡
広
域
事
務
組
合

派
遣
）
黒
田
祐
弘

●
課
長
級

財
政
課
長
兼
行
財
政
改
革
係
長
（
総
務
課
副
課

長
兼
総
務
係
長
）
中
村
嘉
一
▽
税
務
課
長
（
企

画
課
参
事
）
稲
垣 

誠
▽
農
林
水
産
課
長
（
教
育

総
務
課
副
課
長
兼
総
務
係
長
）
岸
本
典
明
▽
上

下
水
道
課
長
（
建
設
課
副
課
長
兼
工
務
係
長
）

岸
本 

明
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
企
画
課

長
）
濱
田
光
男
▽
村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課
長

兼
健
康
福
祉
係
長
（
小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

長
）
太
田
康
清
▽
小
代
地
域
局
農
林
建
設
課
長

（
上
下
水
道
課
長
）
浜
名 

博

③
３
月
31
日
付
退
職

杉
谷
信
義
（
総
務
部
長
）
▽
見
塚 

修
（
建
設
部

長
兼
建
設
課
長
）
▽
森
田
淳
子
（
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長
）
▽
田
路
章
一
（
学
校
教
育
課
参

事
兼
香
住
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
杉 

利

秀
（
小
代
診
療
所
所
長
）
▽
義
本 

学
（
観
光
商

工
課
主
査
）
▽
上
根
千
佳
（
福
祉
課
主
事
）
▽

渡
辺
直
俊
（
上
下
水
道
課
職
員
）
▽
岡
田
光
次

（
上
下
水
道
課
職
員
）
▽
西
村
英
孝
（
公
立
香

住
病
院
職
員
）
▽
岡
野
節
子
（
公
立
香
住
病
院

看
護
師
）
▽
寺
川
民
子
（
公
立
香
住
病
院
看
護

師
）
▽
山
崎
み
ち
（
公
立
香
住
病
院
薬
剤
師
）

④
４
月
１
日
付
採
用

町
民
課 

麻
町
卓
司
▽
観
光
商
工
課 

長
谷
川
彩

子
▽
健
康
課 

阪
本
涼
子
▽
公
立
香
住
病
院 

寺

川
智
美
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求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 23年 3月 23 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

３
月
11
日
発
生
の
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
端
を
発
す
る
「
東

日
本
大
震
災
」。
こ
の
未
曾
有
の

大
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

遺
族
や
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
▼
連

日
、
被
災
地
の
状
況
な
ど
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
目
を
覆
い
た
く

な
る
よ
う
な
惨
状
を
前
に
、
一
人

の
人
間
と
し
て
、
日
本
国
民
と
し

て
、
何
が
で
き
る
の
か
自
問
自
答

の
日
々
▼
思
う
だ
け
で
は
被
災
地

に
笑
顔
は
戻
り
ま
せ
ん
。
行
動
こ

そ
が
大
事
な
の
で
し
ょ
う
。
日
本

を
元
気
に
す
る
た
め
に
！

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（2/22 ～ 3/25）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（2/22 ～ 3/25）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News
地
元
産
食
材
で
彩
ら
れ
た
「
卒
業
祝
い
給
食
」

村
岡
中
学
校
３
年
生
の
卒
業
記
念
給
食
（
３
月
１
、
２
日
、
道
の
駅
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
）

　

食
育
の
仕
上
げ
に
、
全
国
に
名
だ
た
る
名
牛
「
但
馬
牛
」
や
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛

り
込
ん
だ
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、

３
月
１
、
２
日
、
道
の
駅
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
村
岡
中
学
校
（
岡
田
耕
治
校
長
、
１
５

１
人
）
の
３
年
生
に
卒
業
記
念
の
給
食
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
卒
業
を
控
え
た
同
中
３
年
生
が
参
加
し
て
２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
記
念
給

食
。
今
ま
で
に
、
地
元
産
の
但
馬
牛
を
使
っ
た
ス
キ
ヤ
キ
や
ビ
ビ
ン
バ
な
ど
は
給
食
に
出
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ロ
ー
ス
や
ヒ
レ
肉
を
使
っ
た
鉄
板
焼
き
や
モ
モ
肉
の
タ
タ
キ
は
初

め
て
。
付
け
合
わ
せ
の
シ
イ
タ
ケ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
、
ま
た
、
ご
飯
や
み
そ
汁
に
使
わ

れ
た
み
そ
も
地
元
産
の
も
の
で
、
生
徒
は
ふ
る
さ
と
の
香
り
が
詰
ま
っ
た
ラ
ン
チ
を
お
い
し
そ

う
に
口
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

村
岡
中
学
校
で
は
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
環
と
し
て
、
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
や
家
庭
科
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
村
岡
区
の
食
材
学
習
、
但
馬
牛
の
飼
育
体
験
な
ど
を
行
い
、
地
元

の
畜
産
業
へ
の
学
習
も
深
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
記
念
給
食
は
「
ふ
る
さ
と
を
巣
立
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
に
、
本
場
但
馬
牛
を
堪
能
し
て
も
ら
お
う
」
と
、
村
岡
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
補
助

し
、
道
の
駅
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
（
田
丸
明
人
支
配
人
）
が
賛
同
し
、
学
校
給
食
の
一
環

と
し
て
実
現
し
た
も
の
。

　

牛
の
登
録
証
や
メ
ニ
ュ
ー
表
を
使
っ
た
食
材
の
説
明

と
と
も
に
「
厳
し
い
自
然
の
な
か
で
培
わ
れ
た
但
馬
牛
や

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
野
菜
な
ど
を
味
わ
い
、
中
学
校
卒

業
後
も
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
田

丸
支
配
人
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
生
徒
は
鉄
板
で
牛
肉

を
焼
き
、
熱
々
の
本
場
の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

村
岡
区
長
須
の
中
村
恵え

み美
さ
ん
は
「
や
わ
ら
か
い
肉

で
、
甘
み
が
あ
っ
て
と
て
も
お
い
し
い
」
と
笑
顔
で
牛
肉

を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ おいしそうに但馬牛を味わう生徒たち

▲ 給食メニュー表

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
肉
を
活
用
し
て

ジ
ビ
エ
料
理
発
表
会
（
３
月
７
日
、
小
代
物
産
館
）

　

年
々
被
害
が
増
加
す
る
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
対
策
の
一
環
と
し
て
、

小
代
区
の
農
業
法
人
㈲
グ
リ
ー
ン
パ
パ
が
昨
年
７
月
か
ら
行
っ
て

き
た
有
害
獣
の
利
活
用
研
究
。
こ
の
成
果
を
発
表
し
よ
う
と
行
わ

れ
た
ジ
ビ
エ
料
理
発
表
会
に
は
、
宿
泊
、
飲
食
関
係
者
な
ど
30
人

が
参
加
。
新
た
な
特
産
物
に
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

ジ
ビ
エ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
狩
猟
な
ど
で
捕
獲
さ
れ
た
野

生
鳥
獣
」
を
指
し
、
こ
れ
ら
の
食
材
を
利
用
し
た
野
性
味
あ
ふ

れ
る
料
理
を
ジ
ビ
エ
料
理
と
い
い
ま
す
。
こ
の
日
、
試
食
で
出
さ

れ
た
の
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
を
食
材
に
し
た
コ
ロ
ッ
ケ
や
薫く

ん
せ
い製

、

オ
ー
ブ
ン
焼
き
な
ど
6
種
類
。
参
加
者
か
ら
は
、
思
っ
た
ほ
ど
臭

み
や
硬
さ
が
な
い
料
理
を
口
に
運
ぶ
た
び
「
こ
れ
な
ら
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
」
と
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
た
井
上
亀
夫
さ
ん
、
愛
華
さ
ん
夫
妻
は

「
70
℃
程
度
の
低
温
で
じ
っ
く
り
加
熱
調
理
す
る
の
が
コ
ツ
。
そ

う
す
れ
ば
肉
が
硬
く
な
り
ま
せ
ん
」
と
説
明
。
参
加
し
た
小
代
お

宿
組
合
の
中
安
基
夫
組
合
長
は
「
あ
ま
り
ジ
ビ
エ
料
理
に
関
心
は

な
か
っ
た
が
、
意
外
と
お
い
し
か
っ
た
。
地
元
の
お
い
し
い
水
や

野
菜
と
と
も
に
地
域
ら
し
さ
を
生
か
せ
れ
ば
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

魅
力
あ
る
料
理
を
！

▲ 発表会の様子（写真上）とイノシシのオーブン
焼き（写真下）
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香
住
に
来
て
い
た
だ
い
た
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
行
わ
れ
て
い
る
「
か
に
感
謝

祭
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
は
、
毎
年
３
月
20
日
の
松
葉
ガ
ニ
漁
の
終
了
を
前
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
柴
山
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
松
葉
ガ
ニ
や
甘
エ
ビ
な
ど
の
水
産
物
の
販
売
や
、

赤
い
か
解
体
シ
ョ
ー
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
先
着
１
０
０

０
人
に
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
た
カ
ニ
汁
配
付
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
多
く
の
人

が
冬
の
味
覚
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

25
ｍ
の
直
線
コ
ー
ス
を
親
子
が
背
中
合
わ
せ
で
横
向
き
に
進
み
順
位
を
競
う
「
親
子
カ
ニ

歩
き
競
争
」
に
は
、
町
内
外
か
ら
25
組
が
参
加
。
１
レ
ー
ス
５
組
の
親
子
が
順
位
を
競
い
、

各
レ
ー
ス
で
１
位
に
な
っ
た
親
子
が
決
勝
に
進
出
、
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た
親

子
に
は
柴
山
観
光
協
会
か
ら
民
宿
の
無
料
ペ
ア
宿
泊
券
が
贈
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者
は

全
力
で
横
歩
き
。
勢
い
余
っ
て
転
倒
す
る
親
子
も
続
出
す
る
な
か
、
レ
ー
ス
を
一
目
見
よ
う

と
会
場
に
詰
め
か
け
た
観
客
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
椿つ

ば
き
の野
淳

じ
ゅ
ん

さ
ん
、
涼り

ょ
う
ま麻
く
ん
親
子
（
朝
来
市
生
野
町
）
は
「
毎
年
、
こ
の
レ
ー
ス

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。
今
年
つ
い
に
念
願
の
優
勝
を
つ
か
み
ま
し
た
。
練
習
は
せ
ず

に
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
臨
み
ま
し
た
が
、優
勝
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」と
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
カ
ニ
を
味
わ
っ
て
ね
！

第
10
回
か
に
感
謝
祭
（
３
月
６
日
、
柴
山
港
）

▲親子カニ歩き競争でゴールを目指す選手たち

　

小
春
日
和
と
な
っ
た
３
月
13
日
、
村
岡
区
内
の
３
つ
の

道
の
駅
で
「
道
の
駅
春
の
感
謝
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
６
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
花
札
の
役

「
猪
・
鹿
・
蝶
」
に
ち
な
ん
で
、
道
の
駅
あ
ゆ
の
里
矢
田

川
で
は
「
イ
ノ
シ
シ
鍋
」、
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で

は
「
但
馬
牛
ホ
ル
モ
ン
（
腸
）
鍋
」、
道
の
駅
ハ
チ
北
で

は
「
シ
カ
の
薫
製
」
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、訪
れ
た
人
々

は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
阪
か
ら
の
旅
行
中
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
は
「
地
元
食

材
を
使
っ
た
珍
し
い
鍋
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
幸
運
で

し
た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
各
道
の
駅
の
特
色
を
生
か
し
た
お
も
て
な

し
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
が
春
の
訪
れ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

道
の
駅
春
の
感
謝
祭

　

（
３
月
13
日
、
村
岡
区
内
の
各
道
の
駅
）

　

香
美
町
合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
、
昨
年
５
月
か
ら
募
集

し
て
い
た
同
コ
ン
テ
ス
ト
。
美
し
い
山
、
川
、
海
の
魅
力
を

と
ら
え
た
素
晴
ら
し
い
作
品
84
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
（
最
優
秀
賞
、
四
季
の
部
門
賞
、

佳
作
）
し
た
17
点
（
本
号
表
紙
に
最
優
秀
賞
と
四
季
の
部
門

賞
を
紹
介
）
は
、
ど
れ
も
町
内
の
自
然
、
伝
統
、
産
業
、
暮

ら
し
な
ど
を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
、
上
記
の
日
程
で
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

香
美
町
の
四
季
を
と
ら
え
た
珠
玉
の
１
枚
！

キ
ラ
リ
と
光
る
香
美
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
定
（
３
月
15
日
、
役
場
本
庁
舎
）

▲厳正な審査を行う審査員

猪
・
鹿
・
ち
ょ
う
を

　

食
べ
ち
ゃ
お
う
！

▲イノシシ鍋のほかにイノシシの焼肉を振る舞う道の駅あゆの里矢田川

～ 展示会の予定 ～

・香住区
　４月 19日（火）～ 27日（水）
　香住区中央公民館ロビー
・村岡区
　５月７日（土）～ 15日（日）
　村岡区中央公民館ロビー
・小代区
　５月 18日（水）～ 26日（木）
　小代区地域連携センター



役場各課など

主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
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県
美
方
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香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
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ー
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info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
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ペ
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http://www.town.mikata-kami.lg.jp

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場本庁舎　36・1111
　　　　　　(代表 )
　総 務 課　36・1111
　財 政 課　36・1111
　企 画 課　36・1962
　税 務 課　36・1113
　会 計 課　36・4321
　町 民 課　36・1110
　健 康 課　36・1114
　福 祉 課　36・1964
　農林水産課　36・0846
　観光商工課　36・3355
　建 設 課　36・1961
　上下水道課　36・0420
　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321
　　　　　　(代表 )　
小代地域局　97・3111
　　　　　　(代表 )　
　地域振興課　97・3370
　健康福祉課　97・3375
　農林建設課　97・3373

教育委員会　94・0101
　香住分室　36・3764
　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166
公立村岡病院　94・0111
香住地域福祉センター
　　　　　   36・4345
香住老人福祉センター
　　　　　　36・5008
村岡老人福祉センター
　　　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター
　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
73
号
）
平
成
23
年
4
月
14
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
総
務
部
企
画
課

まちのうごき

（平成 23 年 3 月 1 日現在）

合　計　20,890 人（－  29）

　男　　 9,943 人（－  18）

　女　　10,947 人（－  11）

世帯数  6,884 世帯（－   9）

カッコ内は前月比

　3月 11日午後 2時 46分ごろ、太平洋三陸沖を震源とするマグニチュード 9.0

の東北地方太平洋沖地震に端を発する「東日本大震災」。

　日本国内での観測史上最大級の地震規模、そして最大震度 7の激震をもたら

したこの地震は、東北地方や関東地方に甚大な被害をもたらし、いまなお、その

全容は明らかになっていません。そして、地震直後に発生した大津波は広い範囲

に消えることのない深い傷跡を残すとともに、原子力発電所の事故などで、そこ

で暮らしていた方々は今も避難所での生活を余儀なくされています。

　この大震災で失われた多くの尊い人命のご冥福を慎んでお祈りするとともに、

被災された方々に対して心よりお見舞いを申し上げます。

区 場所

香
住
区

役場本庁舎 ( 町民課・福祉課窓口 ) 
香住地域福祉センター
香住老人福祉センター
公立香住病院
香住文化会館
香住区中央公民館
奥佐津地区公民館
佐津地区公民館
柴山地区公民館
香住地区公民館
長井地区公民館
余部地区公民館
香住Ｂ＆Ｇ海洋センター
香住海の文化館
国民宿舎ファミリーイン今子浦
かすみ矢田川温泉

村
岡
区

村岡地域局 ( 健康福祉課窓口 ) 
村岡区中央公民館
村岡老人福祉センター
射添地区公民館 
川会診療所
川会歯科診療所
兎塚地区公民館
兎塚診療所
兎塚歯科診療所

小
代
区

小代地域局 ( 健康福祉課窓口 )
小代地域連携センター
小代診療所
香美町社会福祉協議会小代支所
温泉保養館「おじろん」
小代物産館「小代観光協会」

◆募金箱の設置場所

支援の輪を広げ
一人でも多くの

を取り戻すために…

笑
顔
笑
顔

●問い合わせ先　役場総務課

　本町では、被災地の早期復興を願うととも

に、被災された方々を支援するため、町民の

皆さんに義援金のお願いや支援物資の募集な

どを行いました。

　支援物資は３月 21 日から同月 27 日まで

の 7 日間で、1,058 人の皆さんからタオル

14,546 枚、オムツ 13,142 枚などを含む 15

品目、計 45,425 点の提供をいただきました。

　各区・自治会を通して町民の皆さんにお願

いした義援金は、募金箱への募金や各種団体

から寄託いただいたものを合わせ、3月 31

日時点で 10,892,663 円となり、このうち 1

千万円を日本赤十字社に送金しました。

　また、被災した方々の住居として役立てて

もらいたいと役場に寄せられた空き家情報も、

一戸建てやアパートなどを合わせ、3月 31

日時点で 13件に上ります。

　多くの皆さんから温かい善意をお寄せいた

だき、誠にありがとうございました。

　しかし、被災された方々が日常生活を取り

戻せすためには、まだ多くの困難が待ち受け

ているとともに、長い時間と費用が必要とな

ります。町内各所には募金箱を設置していま

すので（左表）、皆さんの温かい善意をお寄

せいただきますようお願いします。

　被災された方々に対して支援の輪を広げ、

一人でも多くの笑顔を取り戻すために…。

東日本大震災


